
公共情報コモンズについて 

 

平成 26年 4月 14日 

一般社団法人電気通信事業者協会 

 

 

 私ども電気通信事業者は、その社会的使命を踏まえ、電気通信の疎通を欠くことの無い

よう、日頃より多重化をはじめとしてネットワークの強靭化に努めている。 

 

 平成 23年の東日本大震災においては、震度６程度には耐え得る設計である通信局舎は無

事であったものの、大津波による建物損壊・伝送路流出等があったことから、通信疎通が

途絶えることとなり、その復旧・復興には多大な労力を要し、利用者の皆様へご迷惑をお

掛けしたと考えている。 

 

 東日本大震災の教訓を踏まえ、私ども電気通信事業者は監督官庁の総務省殿とも相談し

ながら、海沿いルートの山側への移設・非常用バッテリーの増置・燃料タンクの増設・水

防強化・大災害時用の大ゾーン基地局の建設等、さらなる強靭化に取り組んでいる。 

 

 次なる大災害への備えとして、これらネットワークのさらなる強靭化を進めることが、

私ども電気通信事業者の社会的使命を全うする一番の柱であると考えているが、災害情報

を必要なときに利用者が提供を受けることの出来る公共情報コモンズについても、効率よ

くメディアを介して国民の皆様へ提供出来、又、災害情報全体を俯瞰的に把握出来るとい

う意義の大きさを踏まえ、私ども電気通信事業者に関する情報提供に向けて、検討を深め

て参りたい。 

 

以上 

参考資料２－３ 
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